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 2007年（平成 19年）5月に富山工場において ISO14001認証取得

を行い６年間の環境活動を実施して参りました。そして昨年 2013 年

5 月に２回目の更新審査を迎えるに当たり富山第二工場へのサイト

拡大し生産事業本部として ISO14001 認証取得をいただき、早いも

ので 1年余りが経過しました。 

この間、富山第二工場では特に省エネ活動に力を入れ、LPG 気化

方法の変更やスチームトラップ診断・修繕により、生産量増加でも

LPG 使用量は前年度比-10%と大きな費用対効果が得られました。

また、各生産ラインにおいても小さなカイゼンの積み重ねで環境負

荷軽減をはかりつつ、働きやすい環境づくりと人材育成にも力を入

れております。 

今年度より、環境目標及び環境目的の見直しも行いました。新た

なステージに向けた実りある活動を実践し、健康産業に携わる生産

工場として更なる環境負荷低減に取り組んでまいります。 

㈱富士薬品 生産事業本部長 

 中川 正之 

生産事業本部長 ご挨拶 
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株式会社 富士薬品 生産事業本部では、環境方針に基づいて環境活動を推進しています。 
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㈱富士薬品 富山工場は 2007年 5月認

証を取得、2013年 5月に富山第二工場

へのサイト拡大を行い、㈱富士薬品 生

産事業本部として、認証を取得しました。 

2014年度はサーベイランス監査を受け、

活動に問題がないことを確認しました。 

※１ ISO14001：国際標準化機構（ISO）が作製した 

国際規格。 

4 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年度の環境目標は環境方針（2013年 5月 26日改訂）をもとに、生産事業本部 全体の目的・目標及び

実施計画を立案しました。3 ヵ年ごとに計画を設定し、取り組みました。 

今年度、富山工場は省エネルギー対策について、目標値を下方修正しました。目標値の設定段階では予想

していなかった夏季の気温上昇や防虫対策による 24時間空調運転などが影響しています。 

富山第二工場では蒸気使用量の削減を中心に省エネルギー対策に取り組みましたがわずかに目標値には

届かず未達成でした。 

今後はこの結果を活かし、目標設定の精度を向上させて活動を推進してまいります。 
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2013年度の実績 

  集計範囲：㈱富士薬品 富山工場，富山第二工場  

6 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省エネや廃棄物削減など環境負荷低減を目的としたカイゼン活動に取り組んでいます。 

本工程では 1 日の生産終了後、自動洗浄を実施しています。自動洗浄 1 回あたりの水使用時間は 62 分、水の

使用量は 3,100L必要になります。品目が切り替わる際には切替洗浄（自動洗浄と手洗い洗浄）を 1 日かけて行

います。翌日が切替洗浄の場合、自動洗浄を当日と翌日の2回実施することになるため、自動洗浄を1回省略す

る運用に変更しました。その結果、水使用量を年間 148,800L削減することに成功しました。また、波及効果として

ボイラの運転時間を年間 63時間削減することもできました。 

富山工場では、製造エリアにある制御盤内への紛体混入を防ぐため、盤内に圧縮空気を送り、パージエアー

を吐出させています。そのパージエアーが必要以上に多く吐出されていたため、エアー絞り（スピコン）を取り付

け、吐出量を適正量に絞ることで無駄をなくしました。その結果、年間使用空気量が 92,000ｍ
3
削減され、年間

使用電気量も 136,000kw削減することに成功しました。 

   水水使使用用量量のの削削減減 

  ボボイイララ使使用用量量のの削削減減 
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富山第二工場では LPG使用量の削減に取り組みました。液体状態の LPGは気化器にて加温して液体から気体

へ変化させ、ボイラの燃料として使用しています。当工場では従来、この気化器の熱源として LPG式の温水ボイ

ラの温水を使っていました。2012年より熱交換器を設置し LPGの気化方法を変更しました。工場設備等から戻っ

てきたドレン水を蒸気で加温することで 60℃の温水を作ることができるようになりました。既存の温水ボイラは

60℃から 80℃の温水を作るためのバックアップとして運用しました。この改善で年間 22,450kgの LPG使用量の

削減ができました。 

2013年より蒸気配管のスチームトラップ診断を実施しました。蒸気トラップは設備で使用された蒸気を凝縮し、液

体になった温水を排出する装置です。弁の開閉で温水（ドレン）が排出し蒸気はせき止められますが、この弁の

動きが悪くなると蒸気が漏れ、ドレンが溜まって設備の動作不良の原因になります。この蒸気トラップに異常が無

いかトラップ診断を依頼した結果、90台中 6台に不良トラップが見つかりました。故障している蒸気トラップを交換

した結果、上の写真のように屋上から勢い良く吹き出していた蒸気が少なくなりました。当工場では24時間ほぼ1

年中ボイラが稼働しており、蒸気のムダを削減することで、LPG使用量を年間 24,520kg削減することに成功しま

した。これらの改善の結果、2013年度の LPG使用量は前年度比-10％の削減に成功しました。 
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富山工場において、封緘テープに紙製テープを使用していましたが、よりコストの低い OPP（延伸ポリプロピレン）

製のテープへ変更しました。紙製と比べて OPP製は巻数が倍であり、重量は紙製 300g/個に対して OPP製 235g/

個（半分で 117.5g）であり、廃棄物量を約 61％削減できました。 

富山工場では傷絆創膏のシート廃棄量の削減に取り組みました。傷絆創膏ラインにおいて製造設備の機械停止

により 2012年度で年間約 200kgのシートを廃棄していました。機械停止の主な原因は、①はくり不良、②セパレー

タ交換不良、③耳代混入、④ネットセンサ誤作動によるものでした。はくり不良は、はくり板を交換し高さを調節する

ことでなくすことができました。セパレータ交換不良は、ガイドを取り付けセパレータのずれを防ぐことで軽減できま

した。耳代混入は、シートの端に予め切り込みを入れることで混入を防ぎました。ネットセンサ誤作動は、検出距離

の長いセンサに交換することで解消されました。以上の改善を行った結果、2013年度のシート廃棄量は約 156kgと

なり、その差 44kg、前年度比で-28％削減することに成功しました。機械の停止回数を時間にすると約 84時間短縮

でき、工数削減にもつながりました。 
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● 電力使用量 

事業活動における電力使用量は富山工場では

5,443千 kwh（前年度比：+5.0％）でした。これは生

産設備及び空調機の台数増加による影響です。

富山第二工場は 7,936千 kwh（前年度比：+3.2％）

でした。これは生産数量(前年度比：+10.0%)増加に

よるものです。 

● 燃料（原油換算）使用量 

事業活動における燃料使用量は富山工場では

471kl（前年度比：+7.0％）でした。これは空調機の

稼働負荷の増加が影響。富山第二工場では

1,449kl（前年度比：-10.0％）でした。これは蒸気使

用設備の保全によるものです。 

● 総エネルギー（原油換算）使用量 

事業活動における総エネルギー（原油換算）使用

量は富山工場では 1,871kl（前年度比：+5.5％）でし

た。これは空調機の稼動時間の増加が影響。富

山第二工場では 3,491kl（前年度比：-2.7％）で空

冷チラー、蒸気使用設備の保全によるものです。 

● CO２排出量 

事業活動における CO２排出は富山工場では

4,702t-co2（前年度比：＋8.3％）でした。これはエ

ネルギー使用量増加が影響。富山第二工場では

8,633t-co2（前年度比：-0.5％）電気会社の排出係

数の増加(3.4％)により微減となっております。 
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※（）内の数値は総排出量に対する各量の比率を表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業活動における、2013年度の排出量は

富山工場で 405,206kg（前年度比：＋7.3％）

で 7.3％の増加、富山第二工場では、

40,513kg（前年度比：－6.2％）となりました。 

富山工場の産業廃棄物増加の要因の一つ

として、使用期限切れ商品廃棄物が前年よ

り 21,200kg（前年度比：＋12.2％）増加して

いることが挙げられます。 

また、今までの産業廃棄物に加え、今期より、生産事業本部共通の排出物として（一般廃棄物、有価

物、リサイクル品）について調査を開始しました。 

その結果、2013年度の生産事業本部の排出量は、590,319kg となりました。
※
 

  

総排出量と埋立て量を確認することで、来期以降埋立て率での評価についても、課題としています。 

※富山第二工場は 2012年よりサイト拡大と共に対象となった為、前年度数量より記載 

※共通項目（一般廃棄物、リサイクル品、有価物）については、2013年より集計を開始 

生産事業本部の総排出量は 590,319kgであり、

再資源化量と減容化量を合算した総再資源化

量は 508,995kg（86.2％）、最終処分量 81,324kg

（13.8％）となりました。 

前年度の最終処分量が 90,677kg（21.7％）であ

ることから、総排出量は増加したものの、埋立て

率の減少が見られ、よりリサイクル率が向上し

ていることが見られます。 

この要因としては、包装工程から排出される不

良ケース類について、廃棄からリサイクルへと

変更したことが考えられます。 

総排出量 590,319 405,206 40,513 144,600

再資源化量 91,011 ( 15.4% ) 39,955 ( 9.9% ) 8,900 ( 22.0% ) 42,156 ( 29.2% )

減容化量 417,984 ( 70.8% ) 301,398 ( 74.4% ) 18,826 ( 46.5% ) 97,760 ( 67.6% )

最終処分量 81,324 ( 13.8% ) 63,853 ( 15.8% ) 12,787 ( 31.6% ) 4,684 ( 3.2% )

総再資源化量 508,995 ( 86.2% ) 341,353 ( 84.2% ) 27,726 ( 68.4% ) 139,916 ( 96.8% )

生産事業本部 富山工場 富山第２工場
共通項目

（一般廃棄物／リサイクル）
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総再資源化率＝（再資源化量＋減容化量）/総排出量 

※再資源化は固形燃料化及び選別により再利用が可能となるもの、減容化は廃棄物中間処理施設等で

最終埋め立てされる量が減量された総量を示し、その合計量を総再資源化量とする。 

委託業者については、今年度（2013年）中間及

び最終処理業者を訪問し、処理工程や保管状況

の確認に加え、マニフェスト、契約書等の書類審

査を実施し、適切に処理が行われていることを確

認しました。来期以降も定期的に訪問し、また、

新規処理業者等の使用時に調査を行うことによ

り、さらに質の高い管理を目指します。 

廃棄物業者訪問後は環境保全委員会等で各委

員へ情報の共有化を図ることで今後の活動へと

繋げていきます。 

今期より、ケース、添付文書類のリサイクルを開始

し、14,410kgのリサイクルを行いました。 

また、昨年から継続して、古紙回収業者によるリサ

イクルを実施しており、2013年は古紙で 34,400kg、

段ボール類で 47,080kgのリサイクルを実施しまし

た。 

環境に配慮した製品を選定し、グリーン購入の推

進を行っています。 

使用物品（289品）中、エコマーク推奨商品（175

品） エコマーク推奨商品率 60.6%となっています。 

金属（ステンレス、鉄）等の有価物については、

2013年度で 1,870kg回収しました。 
2013年度よりリユース可能な文具、備品を回収

し、必要な部署に提供しています。備品は各部署

へ情報を提供し、必要なものを各部署で再利用

しています。 

2013年度のリユース金額は 144,534円となりまし

た。 

※リユース金額は、リユースせずに新規で購入した場合かかる

費用です。 
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● 富山工場 

事業活動における排水量は 15,486ｍ
3
（前年度比：-7.5％）、BOD（生物学的酸素要求量）排出量は 31kg

（前年度比：-40.3％）、SS（浮遊物質量）排出量は 12kg（前年度比：-7.7％）でした。 

2011年に廃水処理装置の更新を行い、オゾン旋回噴流システムを導入して公共水域への負荷軽減を

図っています。 

● 富山第二工場 

事業活動における排水量は 33,479ｍ３（前年度比：-14.1％）、BOD排出量は 2,323kg（前年度比：

+6.6％）、SS排出量は 660kg（前年度比：-2.2％）でした。公共下水道への排水がほとんどになります。下

水に流量計や pH計を設置して、排水量、水質のモニタリングを行っています。 

※排水量は下水と排水の合算値 
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自然環境保全のため、富士薬品ユニオン富山工場ブロック（労働組合）が主体となって、工場周辺地域のゴ

ミ拾いに取り組んでいます。活動は社員とその家族で行われており、今年は 7月 5日に開催されました。202

人と過去最多の参加者が集まり、環境意識は高まっています。 

今年度は生産事業本部だけではなく、富山営業所からもこの活動に参加しました。工場周辺には他社様の

工場、営業所、学校、公共施設、住宅街もあり、地域とのコミュニケーションを図っています。 

2013年度は近隣住民からの苦情はありませんでした。今後も苦情が出ないよう、注意を払っていきます。 

事業活動における、2013年度の化学物質使

用量は、アセトニトリルで富山工場 0.704t（前

年度比：-10.0％）、富山第二工場 0.606t（前年

度比：+47.0％）。EOGで富山工場 630kg（前年

度比：+8.7％）、富山第二工場 30kg（前年度

比：-50.0％）。ホルムアルデヒドは、富山第二

工場で 28L（前年度比：+9.8％）となりました。 

事業活動における、2013年度のアルコール使

用量は、99％エタノールで富山工場 42,196L

（前年度比：-3.1％）、富山第二工場 31L（前年

度比：-56.3％）となりました。 
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工場は企業団地の一角で、日中もあまり人通りがありません。場外駐車場には監視カメラを設置することで

防犯に役立てています。 

富士薬品ユニオン富山工場ブロック（労働組

合）は月１回のノー残業デーを積極的に推進

しています。 

ノー残業デーの日は１日の段取り調整を行

い、創意工夫することによって作業性向上に

努めています。 

当事業年度入社の社員を対象に、生産事業本部

長が講師となって月に一度研修を行っておりま

す。夏と冬には合宿を行い、研修生同士のコミュ

ニケーションを図るとともに、社会人としてのスキ

ルを学びます。また、野外観察活動として各班に

分かれて通年で一つのテーマに取り組み、成果

の発表を行います。 

希望者を対象に、産業医への健康相談の機会

を設けています。相談内容は会社側へは通知

されないため、プライバシーは守られます。 
全国交通安全週間に合わせて従業員が駐車場

に立ち、危険運転等のチェックを行っています。

該当者には個別に指導を行い、法令・マナー遵

守の意識づけを行います。 

 また、場内のカーブミラーの更新・停止線の設

置など場内の交通安全に努めています。 富山工場、第二工場ともに AEDを設置。合わ

せて使用方法について実践を交えた講習会を

行いました。 
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富山工場及び富山第二工場の工場見学を行っ

ています。地域の方や同業、他業種の方など来

社されます。作業の流れや設備など、スライドや

VTRを用いて説明し、見学ルートを回ります。 
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この報告書に関するお問い合わせ先 

 

(株)富士薬品 富山工場 ISO事務局 

 〒939-2721 富山県富山市婦中町板倉 682番地 

 TEL；076-465-3240  FAX；076-465-3241 

 

報告書発行年月：2014年 12月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


